
1864！

彙
哲
　
　
學
　
　
研
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ゆ
力
　
　
　
第
　
三
　
十
　
山
ハ
號

報

心
理
學
証
書
禽

一
月
三
十
臼
心
理
學
實
瞼
室
に
於
て
午
後
三
時
坐
・
よ
リ
約
三
時
間
に
渡
っ
て

左
の
如
き
講
演
が
あ
っ
た
。

　
　
假
名
と
ロ
ー
マ
字
　
　
　
　
　
　
　
野
上
教
授

　
敏
授
は
先
づ
、
日
量
論
に
有
勝
な
道
徳
的
と
も
い
ふ
べ
き
方
面
か
ら
で
は

な
く
、
し
て
、
、
も
っ
と
根
本
的
に
、
電
撃
的
に
、
果
し
て
蝦
名
と
口
晋
マ
字
と

何
れ
が
、
摂
本
語
其
物
・
ゲ
表
は
す
に
最
も
適
嘗
で
あ
る
か
を
考
へ
て
み
た
い

と
言
っ
て
書
き
方
及
び
護
み
方
に
付
て
、
片
豊
富
、
平
假
名
並
に
、
　
鴇
；
マ

字
を
・
實
瞼
的
に
比
較
研
究
し
て
之
を
近
事
及
び
曲
線
日
表
は
し
、
使
用
上
の

便
利
の
鮎
か
ら
云
っ
て
、
特
に
書
方
の
速
度
に
於
て
、
ロ
ー
マ
字
は
到
底
片

射
撃
κ
及
ぶ
べ
く
も
な
い
纂
を
示
さ
れ
た
。
　
そ
し
て
假
名
の
飲
貼
を
食
じ
、

ロ
ー
マ
掌
・
論
巻
の
主
張
を
難
じ
て
か
ら
、
　
教
授
は
此
の
比
較
論
の
更
に
露
要

な
る
部
分
に
蓮
ま
れ
た
。

’
㌧
そ
れ
は
、
日
本
語
の
性
質
上
、
之
を
表
は
す
丈
字
は
、
假
名
と
ロ
ー
マ
字

と
何
れ
が
順
富
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
　
言
ふ
迄
も
な
く
墨
字
ぱ
言

諮
の
符
號
で
あ
る
。
所
が
同
本
語
は
元
來
、
多
く
の
鰍
洲
の
貌
代
語
の
如
く
、

幾
や
7
き
。
賦
。
で
な
く
し
て
碩
胤
冒
ぼ
。
の
段
階
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
て
み

る
と
7
覧
罫
玄
。
の
我
が
國
語
を
表
は
す
に
、
乙
唱
ご
暫
げ
。
江
。
で
な
い
。
慶
胤
蜀
げ
ざ

め
丈
字
を
探
噂
す
べ
き
は
無
論
の
事
で
あ
る
。
郎
ち
囲
語
其
物
の
性
質
上
、

當
然
．
ロ
ー
マ
字
よ
り
も
假
名
の
方
が
邊
か
に
切
れ
を
爲
す
に
適
し
て
み
る

と
結
ば
れ
た
。

　
講
演
後
、
各
自
相
論
じ
、
鏡
い
批
評
も
碍
て
頗
る
麓
か
で
あ
っ
た
。
會
す

る
者
、
千
葉
助
敏
捜
、
今
村
器
科
教
授
、
須
藤
三
高
教
授
を
始
め
約
二
＋
名
、

譲
書
會
と
し
て
は
稀
に
見
る
、
盛
事
で
あ
っ
た
。
　
輔
同
工
与
し
た
の
は
巳
に

『
七
時
を
過
ぎ
て
み
た
。

九
八

・
　
　
就
禽
撃
曾

一
月
三
＋
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
灰
に
於
て
例
會
を
開
き
謝
の
如
き
講

演
が
あ
っ
た
。

　
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
主
蜘
脚
塁
上
万
徴
論
及
鮭
愈
…
批
評
の
標
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
　
　
揚
　
　
剛

　
　
　
　
　
月
曜
愈

○
京
都
文
科
大
學
哲
學
科
撮
身
譜
學
士
の
組
浸
せ
る
．
月
曜
會
は
都
合
に
て
暫

ぐ
休
會
せ
し
が
、
咋
年
十
二
月
二
十
五
日
午
後
七
四
學
生
集
會
癬
に
會
し
、
先

に
本
誌
に
植
田
隠
士
の
掲
げ
た
る
論
丈
『
美
衛
史
の
封
象
』
を
主
題
と
爲
し
て

討
議
せ
ヨ
。
千
葉
、
高
田
、
赤
松
、
宇
野
、
檜
瞭
．
黒
田
、
植
田
、
安
部
、

肉
内
、
譜
氏
來
増
す
。

○
二
口
〃
十
匹
ロ
H
午
後
｛
ハ
時
、
　
簡
例
A
響
を
糊
口
田
m
凱
・
、
　
大
鳳
Ψ
薦
督
甲
山
肯
』
牛
會
館
に
開

く
。
千
葉
、
宇
野
、
赤
松
、
黒
田
、
植
田
、
諮
筆
画
起
し
、
副
亦
松
學
士
の
『
タ

ブ
ー
論
』
（
本
年
一
月
本
誌
鍋
載
）
に
就
て
最
も
雄
　
辮
な
る
討
蹄
滅
を
爲
せ
り
。

　
　
　
　
．
　
｝

　　

@　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
麻
田
保
馬
著

　
　
　
　
　
融
曹
學
的
研
究

　
本
・
書
は
篤
學
精
到
な
高
田
學
士
が
明
治
四
十
三
年
置
來
約
八
年
闇
門
の
数
多

い
論
丈
中
か
ら
特
に
十
二
章
を
警
ん
で
纂
め
ら
れ
た
論
藥
で
あ
る
。
　
著
者
は

其
の
特
持
の
謙
遜
な
晶
態
度
で
　
「
自
分
に
さ
へ
甚
だ
意
に
満
た
な
い
も
の
、
さ

ぞ
昧
黙
に
充
ち
誤
謬
多
い
事
で
あ
ら
う
」
　
と
序
中
5
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
が
由

來
眞
麗
な
る
証
會
劇
的
蓮
作
の
乏
し
い
我
眼
界
に
今
著
者
積
年
の
勢
作
の
結

果
が
形
を
愛
へ
組
織
を
加
へ
ら
れ
て
公
に
さ
れ
た
と
い
ふ
ζ
と
は
我
々
後
學

に
と
っ
て
云
ふ
ば
か
り
な
い
便
宜
な
事
で
あ
る
。

　
本
書
は
著
者
が
最
も
多
く
の
影
響
を
受
け
た
ギ
デ
イ
ン
グ
ス
氏
の
批
會
學



の
篇
励
に
從
つ
一
て
第
一
篇
麗
麗
學
釣
方
法
論
の
問
題
。
第
二
豊
州
會
人
口
及

び
露
悪
心
意
の
問
題
。
　
第
三
夢
野
會
組
織
及
び
甦
會
幸
綴
の
問
題
と
に
分

ち
、
第
一
篇
に
は
、
概
會
進
化
論
…
の
性
質
、
魅
A
曾
決
［
期
の
軽
質
、
　
統
計
的
方

法
と
欝
納
法
。
第
二
篇
に
は
、
生
死
減
少
蓮
行
の
法
則
、
熱
雷
と
爵
生
寧
、
分

離
論
…
、
砒
會
的
定
鐙
の
法
刷
。
第
，
一
一
謡
柵
に
は
、
、
分
業
に
就
い
て
、
家
抽
恢
の
驚

來
と
、
蜜
蝋
阿
の
關
W
結
、
一
事
本
．
家
畝
則
丸
桀
籍
崇
説
の
研
究
、
僚
…
生
唾
県
～
非
、
　
現
代
前
明

の
藻
妄
一
生
讐
敵
策
の
否
定
等
凡
て
十
二
篇
の
論
丈
が
膿
め
ら
れ
て
る
る

の
で
あ
る
。

　
牧
め
ら
れ
た
る
論
交
は
從
來
諸
雑
誌
に
公
に
さ
ハ
た
数
多
い
著
者
の
論
丈

中
か
ら
比
較
的
署
者
の
意
に
滞
ち
た
る
も
の
に
近
い
も
の
券
望
め
ら
れ
』
た
の

で
あ
る
が
翼
面
目
な
葉
者
的
態
慶
で
藁
理
追
求
に
盤
念
な
い
著
者
の
恩
想
は

日
々
に
騰
展
撲
甘
し
て
猫
部
分
的
に
は
璽
改
さ
れ
た
麗
竜
少
く
な
い
こ
と
エ

信
ぜ
ら
れ
る
し
、
且
つ
論
ぜ
あ
れ
た
る
題
臼
凡
て
に
亘
っ
て
此
の
紹
介
者
自
、

身
が
定
見
を
も
つ
て
蘇
る
と
い
ふ
課
で
も
無
い
か
ら
し
て
此
書
観
讃
の
所
感

は
不
日
公
に
せ
ち
れ
る
べ
き
著
者
の
「
趾
會
雛
的
原
理
」
を
侠
っ
て
遽
ぐ
さ
し

て
戴
く
が
通
番
に
適
つ
た
こ
と
、
思
ふ
。
私
は
只
此
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
で

無
い
蓉
者
白
身
の
勢
作
匹
よ
つ
て
多
大
の
稗
釜
を
受
け
た
こ
と
を
ζ
、
に
麺

べ
併
せ
て
此
の
野
著
作
を
煙
く
一
般
同
學
の
士
に
お
奨
め
し
た
い
と
思
ふ
。

東
京
日
本
橋
本
石
町
貸
丈
館
品
行
。
定
留
金
球
圓
。
（
銅
直
黒
）

隊
栄
の
佛
激

・
渡
　
邉
海
旭
著

　
　
　
唇
國
は
今
や
確
か
に
東
洋
の
中
心
鮎
乏
な
っ
た
、
黒
質
巌
か
ら
し
て
も
東

65

@
洋
の
藤
巻
研
究
だ
け
で
も
狐
立
の
研
究
を
行
ふ
べ
き
頭
並
が
あ
る
、
然
る
に

18

椏
c
交
野
や
歴
史
の
研
究
す
ら
少
し
複
難
し
て
來
る
と
横
丈
字
の
御
厄
介
に

　
　
　
　
　
　
　
　
擬
著
紹
介

な
る
験
態
で
あ
る
、
」
面
し
て
東
洋
學
特
に
佛
教
學
の
方
面
κ
は
此
憐
む
べ
き

歌
笛
は
蜜
に
一
嘗
悲
僚
な
も
の
で
あ
る
、
パ
ー
り
で
亀
発
語
で
も
考
古
學
で

竜
隠
史
で
も
吾
國
佛
教
齢
の
筋
遼
遼
遽
で
あ
る
、
　
吾
々
國
民
特
に
佛
｛
歌
に
關

係
を
有
し
同
情
趣
味
を
有
す
る
人
々
は
此
現
勢
に
封
し
今
や
下
部
一
番
猛
然

蛮
起
し
て
月
己
の
位
置
み
顧
み
る
べ
き
必
要
が
あ
る
、
　
古
人
は
臥
揚
の
下
他

人
の
蔚
睡
を
容
さ
ず
と
亙
っ
た
が
為
の
日
本
は
爵
己
佛
母
野
研
究
の
臥
床
を

全
く
隊
米
人
に
明
け
渡
し
て
、
雷
の
如
き
蔚
麗
を
棄
せ
し
め
、
自
己
は
蘇
塞
い

室
の
一
隅
に
畏
る
く
命
令
を
待
つ
と
い
ふ
憐
れ
む
べ
き
事
態
で
あ
る
、
「
吾

々
佛
敏
雛
研
究
に
携
は
れ
る
者
ハ
・
之
に
尊
し
て
術
袖
手
傍
思
す
ぺ
蓉
で
あ
ら

5
か
、
紗
く
と
も
鰍
米
佛
教
研
究
の
講
學
は
著
國
民
、
吾
々
佛
敏
徒
に
必
ず

一
種
の
激
働
を
魚
ハ
．
へ
よ
う
、
　
吾
國
が
製
薬
櫛
の
㎞
拠
自
由
庸
學
問
の
狽
立
に
肉
｝
つ
て

最
も
適
切
で
且
つ
手
近
な
努
力
を
戯
吹
す
る
だ
ら
、
5
、
」
両
し
て
來
方
麗
瞥
の

白
H
壁
上
隊
米
の
佛
…
教
研
究
は
習
々
に
幾
多
の
鞭
捷
を
輿
へ
箭
…
遥
を
敏
へ
て
呉

れ
る
、
今
や
吾
國
の
識
者
財
産
家
所
有
る
教
育
あ
る
階
級
に
向
っ
て
職
米
學

者
の
佛
教
研
究
に
向
っ
て
限
を
開
け
と
呼
號
す
る
醜
は
東
二
目
の
纒
仙
柚
上
實
に

止
も
べ
か
ら
ざ
る
苦
言
と
し
て
見
て
頂
き
度
い
、
埃
及
博
魔
羅
が
趣
め
て
小

規
模
な
が
ら
一
部
識
者
κ
多
大
の
随
喜
を
買
っ
た
今
日
、
何
故
吾
が
國
民
は

も
っ
と
ア
ジ
ヤ
ン
グ
の
壁
面
や
干
麗
高
昌
の
古
輕
隊
片
に
注
意
ナ
る
様
に
な

ら
ぬ
の
だ
ら
う
。
本
書
聞
現
の
目
的
蓋
し
こ
、
に
あ
る
の
で
あ
る
。
・

　
雷
［
來
｝
賞
國
に
於
け
る
佛
鐸
教
は
一
智
一
以
て
之
を
掩
へ
ば
鯨
…
撹
と
信
仰
の
佛
｛
教

で
あ
っ
た
反
之
隊
米
に
於
け
る
佛
教
は
要
す
る
に
批
詳
と
研
究
の
佛
敏
で
あ

る
、
約
一
百
年
に
亘
り
て
研
究
さ
れ
売
協
定
の
佛
教
は
實
に
内
奪
の
充
貴
し

た
も
の
で
あ
っ
た
、
ず
っ
と
古
い
所
で
佛
國
で
法
華
輕
の
佛
課
が
出
れ
ば
コ

”
ン
ボ
て
マ
画
聖
サ
’
ン
サ
の
繭
央
灘
ぷ
公
「
袋
苧
さ
れ
る
内
　
西
蕊
脳
の
研
究
が
盛
に
鮪

、
九
九

、


